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血統登録から分析した日本国内のチーター
Acinonyx jubatusの繁殖傾向と生存状況

井門彩織*†・伊藤　修**・安藤元一*・佐々木剛*・小川　博*
（平成 26 年 5 月 22 日受付/平成 26 年 9 月 9 日受理）

要約：日本国内で 1931 年～2012 年までに飼育されたチーター Acinonyx jubatus の繁殖傾向と生存状況を調
査するために，国際血統登録「International Cheetah Studbook 2012」とチーター国内血統登録を用いて分
析を行った。16 施設（現在飼育施設 9 施設）で 548 頭が飼育され，そのうち 314 頭は，雄 36 頭，雌 42 頭
から産まれた。これらの繁殖個体の繁殖時の年齢について，野生個体，海外個体，国内個体間で統計的な有
意差が確認された（p＜0.05）。雌は海外個体が野生個体，国内個体に比べ高齢であり，雄は国内個体が野生
個体，海外個体に比べ低年齢であった。国内の繁殖において，出産した雌の頭数は導入総数と雄の途中導入
数で，繁殖例数は雄の導入数，導入個体の由来数及び雄の途中導入数で説明され，共に雄の新規個体の導入
数が大きく関係していた。また，繁殖可能個体が同時期に同一施設で飼育されている場合，5 例中 4 例で繁
殖に優位な個体が確認された。これらのことから，雄の新規個体導入により多くの雌雄が良いパートナーと
ペアになる機会を増やすことが重要であり，複数頭の繁殖可能な雌が同じ施設にいる場合，繁殖に優位な雌
の特定又は，雌間の関係を考慮した繁殖計画が必要だと考えられた。
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1． 序　　　論
　チーター Acinonyx jubatus は，アフリカ大陸サハラ以
南とイランの一部の地域に生息する大型ネコ科動物であ
る。1900 年には全世界に 10 万頭いたと推定されているが，
毛皮目的の乱獲や農地拡大による生息地の減少，餌資源の
減少により，現在は 1 万頭を下回っていると推定されてい
る1）。アフリカでは 20 世紀の間に生息数の 90％以上も激
減し，アジアでは生息数がわずか 76 頭と絶滅寸前の状態
である1）。今後も個体数が減少していくと予測されること
から，国際自然保護連合（IUCN）のレッドリストにより
絶滅危惧Ⅱ類に指定されている2）。
　チーターは 2012 年現在，世界の 250 施設で 1,661 頭が
飼育されており，日本でも 9 施設で 106 頭が飼育されてい
る3）。これらの飼育下個体は，種の保存のために重要な役
割を担っている。また，過去の個体数減少の結果，他の自
由交配するネコ科動物より 90～99％少ない遺伝的変異を
示すとされ，遺伝的にも計画的な繁殖が必要である4）。飼
育下チーターは，国際血統登録「International Cheetah 
Studbook」において，1950 年代以降の世界 44 ヵ国で飼育
されてきた個体が血統登録されている。主に，個体の原産
国（野生捕獲された場所又は，産まれた場所）や出生年・
移動年・死亡年・出産歴などが記録されている。また，日
本国内においても日本動物園水族館協会が取りまとめる

「チーター国内血統登録」に日本国内にて飼育されてきた
個体の登録が行われている。 
　これらの記録は，国内におけるチーターの繁殖傾向や生
存状況を探るためには重要な資料である。本研究では，
2012 年までの血統登録から日本国内での繁殖傾向と生存
状況を探ることを目的とした。

2． 方　　　法
　日本国内で飼育されたチーターが登録されている，国際
血統登録「International Cheetah Studbook 2012」と日本
動物園水族館が所蔵する「チーター国内血統登録」を使用
し，分析を行った。①日本国内で飼育されたチーターの由
来，② 1931 年～2012 年までの個体数，死亡数，海外から
の導入数，出産例数の変化，③繁殖（繁殖頭数，1 頭当た
りの繁殖回数，一腹の出産数，1 頭当たりの総出産数，繁
殖年齢，初回と最終の繁殖年齢）④死亡年齢，⑤飼育施設
ごとの生存状況と繁殖傾向，及び雌チーター 2 頭を同居さ
せたところ下位の雌の発情が抑制された5）の報告から⑥複
数雌が同時期に繁殖に用いられていた期間の傾向，の 6 項
目について解析を行った。
　また，飼育されたチーターを由来ごとに，野生下で産ま
れ捕獲された個体である「野生個体」，海外施設で産まれ
日本に導入された個体である「海外個体」，国内施設で産
まれた個体「国内個体」の 3 群に分類し，1 頭当たりの繁
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殖回数，一腹の出産数，1 頭当たりの総出産数，繁殖年齢，
初回と最終の繁殖年齢，死亡年齢の 7 項目について
Kruskal-Wallis 検定を行った。繁殖傾向の解析については，
雌の繁殖頭数，繁殖例数の 2 項目を目的変数とし，2 項目
それぞれに繁殖が報告される以前 3 年以内の導入個体（導
入）の総数及び雌雄数，導入された個体の由来数（野生，
海外施設，国内施設の数），繁殖例が報告されている間の
新規個体の導入（途中導入）の総数，雌雄数の 7 項目を説
明変数とし，重回帰分析を行った。変数選択は，ステップ
ワイズ法を使用した。

3． 結　　　果
　⑴　国内で飼育されてきた個体の構成
　日本国内では，1931 年～2012 年までに 16 施設（現在飼
育施設 9 施設）で 548 頭が飼育されてきた（表 1）。1931
年～1997 年の間に野生下から 163 頭（雄 72 頭，雌 91 頭）
が導入された（表 1）。内訳はナミビア 144 頭，タンザニ
ア 2 頭，ソマリア 1 頭，南アフリカ 2 頭，原産国不明 14
頭であった。野生下からの導入時の平均年齢は 1.63 歳（範
囲 0-17 歳）であり，雄 1.84 歳（範囲 0-17 歳），雌 1.45 歳

（範囲 0-3 歳）であった。また，1990 年以降野生個体の導
入から海外施設からの導入へ移り変わり，現在までに 71
頭（雄 36 頭，雌 35 頭）が導入されている（表 1）。71 頭
中 62 頭が南アフリカの 5 施設からの導入個体であり，そ
の他の 9 頭については上海から 2 頭，所在地不明が 7 頭で
あった。これらの海外施設からの導入時の平均年齢は 2.64
歳（範囲 0-8 歳）であり，雄 2.61 歳（範囲 0-8 歳），雌 2.68
歳（範囲 0-6 歳）であった。また，国内個体は合計 314 頭

（雄 157 頭，雌 144 頭，性別不明 13 頭）で， 全て国内繁殖
個体であった（表 1）。2012 年までに 98 例の出産報告が示
されていた。

　⑵　1931年～2012年までの個体数変動
　1931 年に野生個体が最初に導入されて以降，1970 年ま
でに 18 頭が 4 施設で飼育されてきたが，その間には一度
も繁殖には至らなかった。1970 年代後半の 1977 年～1979
年の 3 年間には野生個体 80 頭（雄 37 頭，雌 43 頭）が 3
施設で導入された（図 2）。その後，1996 年までの 64 例の
出産と定期的な野生個体の導入により個体数が増加した
が，1993 年～1997 年の間に 112 頭が死亡し，1985 年の 94
頭，1992 年の 88 頭から 1997 年～2005 年の間 50 頭前後ま
で個体数が減少した（図 1，2）。2004 年以降には海外施設
から 50 頭を導入し，その後の 23 例の出産により個体数が
増加し，2012 年現在 9 施設で 106 頭（雄 54 頭，雌 52 頭）

が飼育されている（図 1，2）。

　⑶　繁殖
　国内での繁殖は，1979 年に最初の繁殖が報告されて以
降，2013 年 3 月までに 8 施設から 98 例が報告されており，
314 頭（雄 157 頭，雌 144 頭，性別不明 13 頭）が産まれ
た（表 1）。1979 年以降，毎年繁殖例が報告され，1994 年
には最も多い 8 例が報告された（図 2）。しかし，1997 年
以降個体数の減少と共に繁殖例も減少し，2005 年には繁
殖例が 0 になった（図 2）。その後の海外施設からの導入
による，個体数の増加と共に，繁殖例数も増加した（図 2）。
　この 98 例の繁殖は，雄 36 頭，雌 42 頭によってもたら
された（表 2，3）。これらは，繁殖可能年齢（≧2 歳）に
達した個体の雄 19％，雌 20％に相当していた。雌雄共に
約半数の個体が 2 回以上の繁殖に至っており，平均繁殖回
数は雄 2.11 回（範囲 1-7 回），雌 2.28 回（範囲 1-8 回）で

表 1　国内飼育頭数の内訳

図 2　 1970 年～2012 年の出産例数，野生個体と海外個体の導
入数の変化

図 1　1970 年～2012 年の個体数と死亡頭数の変化
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あった（表 2，3）。また，繁殖個体を野生個体，海外個体，
国内個体の 3 群に分け，各々の繁殖可能年齢に達した個体
中の割合をみた結果，雌雄共に約 30％と海外個体の割合
が最も多かった。
　一腹の出産数は平均 3.2 頭（範囲 1-7 頭）であり，1 頭
当たりの平均総繁殖数は雄 7.36 頭（範囲 2-19 頭），雌 7.5
頭（範囲 1-25 頭）であった（表 2，3）。雌において一腹
当たりの出産数は野生個体で 2.68±0.18（標準誤差）頭，
海外個体は 3.57±0.27 頭，国内個体は 3.66±0.22 頭であり，
由来による有意な差が認められた（p＝0.0038）。
　繁殖時の平均年齢は，雄 5.47 歳（範囲 21 ヵ月-13 歳），
雌 5.03 歳（範囲 2-9 歳）であった（表 2，3）。繁殖成功年
齢は，雄は 2～13 歳の間に，雌は 2～10 歳の間であった。
総繁殖年齢は，雌において野生個体 5.31±0.30 歳，海外個
体 6.37±0.37 歳，国内個体 4.96±0.35 歳であり，由来によ
る有意な差が認められた（p＝0.037）。また，雄において
も野生個体 5.71±0.56 歳，海外個体 5.72±0.59 歳，国内個
体 3.7±0.36 歳であり，由来による有意な差が認められた（p
＝0.0081）。
　初回の繁殖の平均年齢は，雄 4.45 歳（範囲 21 ヵ月～10
歳），雌 4.11 歳（範囲 2-7 歳）であった（表 2，3）。最終
の繁殖の平均年齢は，雄 6.42 歳（範囲 3-13 歳），雌 5.81
歳（範囲 2-9 歳）であった（表 2，3）。検定の結果，初回
の繁殖年齢においては雌雄で，最終の繁殖年齢において雄
で，有意な差が認められた（p＜0.05）。初回の繁殖年齢は，
雌において野生個体 3.76±0.34 歳，海外個体 5.09±0.42 歳，
国内個体 3.78±0.29 歳であり，由来による有意な差が認め
られた（p＝0.0386）。また，雄においても野生個体 5.1±0.78
歳，海外個体 4.91±0.68 歳，国内個体 3.0±0.51 歳であり，
由来による有意な差が認められた（p＝0.0133）。雄の最終
の繁殖年齢において，野生個体 6.8±0.93 歳，海外個体 5.5

±0.71 歳，国内個体 4.15±0.58 歳であり，由来による有意
な差が認められた（p＝0.0121）。
　その他の 1 頭当たりの繁殖回数，1 頭当たりの総出産数
の 2 項目では，統計的な有意差は認められなかった（p＞
0.05）。

　⑷　死亡数
　1935 年～2012 年までに 431 頭が死亡した。そのうち，
114 頭が 1 歳に至らず死亡した国内繁殖個体であった（表
4）。98 例の繁殖例のうち，25 例では産まれた仔全てが，
26 例では一部が 1 歳未満で死亡した。また，1 歳までに死
亡した仔の 65％（75 頭）が生後 1 ヵ月以内に死亡しており，
最も死亡率が高かった（表 4）。1980 年代，1990 年代，
2000 年代に分け，死亡数を比較したところ，2000 年代に
向かって死亡数は減少していた（図 3）。特に，生後 2 ヵ
月～12 ヵ月の間の死亡数が減少しており，生後 1 ヵ月以
内の死亡数は，全ての年代で高い割合を示した（図 3）。
　1 歳未満で死亡した個体を除く，平均死亡年齢を算出し
た。野生個体は推測の生存年を起点とし，海外個体及び国
内個体は出生年月日を起点とし算出した。その結果，全て
の個体の死亡平均年齢は 6.95 歳であった。野生個体 8.14
±0.34 歳，海外個体 8.53±0.55 歳，国内個体 5.18±0.30 歳
であり，由来による有意な差が認められた（p＜0.0001）。

　⑸　飼育施設ごとの生存状況と繁殖傾向
　2012 年までに 3 例以上の成功出産例が報告された 6 施
設において，チーターが飼育され始めてから 2012 年まで
の頭数及び新規個体の導入数，出産個体数の経年変化の解
析を行った（図 4）。施設 a-f 共に，新規個体の導入の 3
年以内に繁殖例が報告されていた。導入後の繁殖は，12
例が確認された（図4）。これらの12例の要因を探るために，

表 2　 雌の繁殖頭数，複数回繁殖頭数と，繁殖回数，総出産頭数，一腹の出産頭数，総繁殖時年齢，初回の繁殖
年齢，最終の繁殖年齢の平均値

表 3　 雄の繁殖頭数，複数回繁殖頭数と，繁殖回数，総出産頭数，一腹の出産頭数，総繁殖時年齢，初回の繁殖
年齢，最終の繁殖年齢の平均値
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雌の繁殖頭数，繁殖例数の 2 項目について重回帰分析を
行った。それぞれの重相関係数 R2 は，雌の繁殖頭数 0.88，
繁殖例数 0.96 と適合度はよく，この 2 項目を目的変数と
した重回帰式は説明されたと判断した（表 5）。繁殖頭数は，
導入総数（F＝12.24，p＝0.0067）及び雄の途中導入頭数（F
＝60.33，p＜0.0001）の 2 項目で説明された（表 5）。また，
繁殖例数は雄の導入頭数（F＝67.61，p＜0.0001），導入さ
れた個体の由来数（F＝9.68，p＝0.0144）及び，雄の途中
導入頭数（F＝115.72，p＜0.0001）の 3 項目で説明された（表
5）。雌の繁殖頭数，繁殖例数共に雄の新規個体の導入頭数
で説明され，雌の新規個体の導入頭数では説明されなかっ
た。

　⑹　複数雌が同時に繁殖に用いられていた期間の傾向
　2 頭以上の個体が同時期に同一施設で繁殖していた期間
が 5 例確認された（表 6）。これらの期間中，ある個体が
交尾した時に他の繁殖個体が妊娠又は育子中であったかど
うかについて調査した。その結果，他個体が妊娠又は育子
中でない時期にも交尾に至った個体と，一定の個体が妊娠
又は育子している時にのみ交尾に至った個体に分けること
ができた（表 6）。他個体が妊娠又は育子中でない時期に
交尾に至った 7 頭を繁殖に優位な個体とした時，例 1，2
では優位な個体の交代が確認された。例 1 では #1884（1984
年 3 月～1989 年 3 月），#1849（1989 年 4 月～1992 年 4 月）
が，例 2 では #1664（1992 年 1 月～1993 年 10 月），#3274

（1997 年 11 月～2000 年 8 月）が優位であった（表 6）。し
か し， 例 1 の 1992 年 5 月 以 降 と 例 2 の 1993 年 11 月～
1996 年 10 月の期間では，複数雌が入れ替わり交尾してお
り，優位雌の交代は確認できたが，特定することはできな
かった（表 6）。例 4 では，1981 年 12 月以降は #965 が優
位であったが，それ以前では #965，#966 のどちらが優位
であるか特定できなかった（表 6）。例 5 では，全期間中
#5711 が優位であった（表 6）。例 3 においては，各個体
が 1 回ずつ繁殖しており優位な雌を特定することはできな
かった（表 6）。

4． 考　　　察
　野生個体，海外個体，国内個体間の統計的な差は，一腹
の出産数では雌，総繁殖年齢と初回の繁殖年齢では雌雄，
最終の繁殖年齢では雄で確認された。
　雌の一腹の出産数において，野生個体より海外個体及び

国内個体が多く，野生下個体と飼育下個体の間で有意差が
認められた。Marker6）では，1829 年～1994 年において野
生下と飼育下の一腹の出産数に違いが認められなかったと
されており，異なる結果となった。これは，野生個体の繁
殖例が主に 1979 年～1990 年にかけてであり，海外個体と
国内個体の繁殖例が 1991 年以降であることから，飼育技
術の向上による差異である可能性が考えられた。
　総繁殖年齢，初回の繁殖年齢共に，雌において野生個体
及び国内個体より海外個体が高齢であった。雌は，2.5-3
歳時に繁殖し始め，6 歳時に最大の生殖能力に達し7），10
歳までが繁殖適齢期とされている6）。これらのことから，
輸入時の年齢が野生個体平均 1.45 歳（範囲 0-3 歳），海外
個体が平均 2.68 歳（範囲 0-6 歳）と 1 歳以上の差があり，
海外個体は繁殖可能年齢に達してからの導入が多かったこ
とが，高齢となった理由であると推察された。これに対し，
雄においては，総繁殖年齢，初回の繁殖年齢共に野生個体
及び海外個体より国内個体が高齢であった。また，最終の
繁殖年齢は，国内個体が野生個体，海外個体に比べ低年齢
であった。総繁殖年齢，初回と最終の繁殖年齢の 3 項目全
てが，国内個体では野生個体，海外個体に比べ低年齢であ
るという結果となった。雄は 4.5 歳より高齢な個体が繁殖
に適しており，雌は 6 歳でピークに達し7），10 歳までが適
齢期である6）のに対し，雄は繁殖能力を 11～12 歳まで維
持していると報告されている7）。このことから，雄は高齢
でも繁殖に至ることができると考えられる。しかし，国内
個体の死亡平均年齢は 5.18 歳と低く，高齢で繁殖に至っ
た個体が少なかったと考えられた。そのため，国内個体の
繁殖年齢が低年齢化したと考えられる。 
　国内で産まれた 314 頭は，繁殖可能年齢（≧2 歳）に達
した個体の雄 19％，雌 20％によってもたらされていた（表
1-3）。Wildt et al. 8）では，繁殖の機会が与えられた 43 頭
の雌のチーターの約 67％が非繁殖個体であったと報告し
ており，日本国内の非繁殖個体数と似た値を示していた。
非繁殖個体が生じる要因は，Paula et al.（2006）ではチー
ターにおいて繁殖成功に影響を与える重要な要因は，パー
トナーにあると報告している9）。また，アカゲザル（Macaca 
mulatta）においても，雌に交配機会を与えた時の繁殖活

表 4　出産個体の 1 歳未満の死亡数内訳

図 3　年代別死亡数内訳
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図 4　6 施設の総数，出産数，雌雄の導入数の経年変化
　　  ↓は，繁殖が報告される前の導入を示す。

表 5　繁殖頭数と繁殖例数の重回帰分析結果
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動の違いはパートナーから生じるものであり，性欲の欠如
や行動上の問題ではないとされている10）。
　また，国内の繁殖傾向として，繁殖に関わった雌の頭数
は導入総数と雄の途中導入数で，繁殖例数は雄の導入数，
導入された個体の由来数及び，雄の途中導入数で説明され
た（表 5）。繁殖雌の頭数，繁殖例数共に，雄の新規個体
の導入数が大きく関係していた。これは，チーターの繁殖
成功は雌雄の断続的接触により引き起こされ，雌雄を共に
飼育していると互いに慣れが生じ，繁殖相手として認識で
きなくなること11）や，雌を 3～5 頭の雄と見合わせること
で繁殖計画を首尾よく進めることができること7）などか
ら，施設間の導入，搬出により雄を移動させることで，新
規の雌雄同士を見合わせる機会を増やすことが重要だと考
えられる。
　繁殖可能個体が同時期に同一施設で飼育されている場
合，5 例中 4 例（例 3 を除く）で繁殖個体間にそれぞれ繁
殖に優位な個体が確認された。雌チーター 2 頭を同居させ
たところ下位の雌の発情が抑制されたこと5）や，飼育舎の
環境や同一施設での複数頭飼育がエストロゲン値や交尾の
成功に影響している可能性がある12）などの報告から雌間
の関係が繁殖に影響を及ぼしていると考えられる。しかし，
優位個体が特定できない例や期間も確認された（表 6）。

単独生活を主な様式とするイエネコでは，複数頭で飼育す
ると相対的な順位が発生し，さらに過密化におかれると絶
対的な順位が発生すると報告されている13）。このことから，
野生下で単独生活する雌チーターを同一施設内で複数頭飼
育することにより，相対的順位が発生したのではないかと
考えられる。
　以上のことから，雄の新規個体導入により多くの雌雄が
良いパートナーとペアになる機会を増やすことが重要であ
り，複数頭の繁殖可能な雌が同施設にいる場合，繁殖に優
位な雌の特定又は，雌間の関係を考慮した繁殖計画が必要
だと考えられる。
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Summary：We investigated the reproductive trend and survival of cheetah Acinonyx jubatus, reared 
between 1931 and 2012 in Japan. We analyzed the “International Cheetah Studbook 2012” and the 
“Cheetah Internal Studbook” for the history of cheetahs reared in Japan, population movement, breeding 
changes, age at death, rearing and breeding results at each animal-breeding facility, and breeding results 
when females were reared at the same place and for the same period.
　　A total of 548 animals were bred in 16 facilities (9 facilities at present), and 314 of them were 
produced in Japan. The offspring were born from 36 males and 42 females. A significant difference (p＜
0.05) was found in the age of sires and dams at mating among imported wild cheetahs (wild), imported 
captive-bred cheetahs from foreign zoos (foreign-bred), and captive-bred cheetahs in Japan (domestic). 
The average age of mating in foreign-bred female cheetahs was higher than those of wild and domestic 
in females, and the average age of mating in domestic males was lower than those of wild and domestic 
in males. The number of females that produced offspring and the number of births were explained by 
the total number of introductions, the number of origins of the introduced individual and the number of 
halfway introductions of males, and the total number of male introductions and the number of halfway 
introduction of males, respectively. The number of halfway introductions of males concerned both of the 
above items. Reproductive predominance individual was observed among females in 4 of 5 cases when 
mature females were reared in the same place and for the same period. Above all, it is important to 
increase the opportunities for mating by introducing new males to improve breeding success. Moreover, 
it become clear that when mature females are reared at the same place and for the same period, a 
breeding program in consideration of specification of a predominance female or the relation between 
females is required for breeding.
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